
日中省エネルギー・環境総合フォーラムに参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業概要】 

一般財団法人省エネルギーセンターは、日中経済協会と協力し、第10回日中フォーラ

ムに参加しました。これは隔年ごとに日中双方で開催されるもので、今回は11月25～26

日の期間に、北京で開催され、当方は、以下の活動を行いました。 

(1)NECCとの式MOU交換式参加（祖川常務） 

(2)省エネサービス産業分科会における講演（田中センター長） 

全体の参加者は約800名（日本から300名、中国から500名）で、分科会（全体数は７）、

全体会からなり、日中ともに大臣級（日本：METI世耕大臣、中国：NDRC徐主任）が出席

した。 

主任、主任内訳は中国国家節能中心6人、地方政府8人、ESCO推進政策コンサルティン

グ会社1名、となっています。 

交換公文については、2009年の第一回MOU調印以来、各年の具体的な業務内容部分のみを
改定し、その他の部分は変えずに運用しています。 
本年度の具体的な協力項目は以下の通りになります。 
１） 実情把握ミッション派遣、専門家派遣、受け入れ研修などを通じた、中国企業に

おけるエネルギー管理レベルの向上に関する人材育成支援 
２） 中国における省エネ法の改正・検討に関わる協力 
 
他方、当方のプレゼンは下記の主旨にて行いました。 

テーマ：省エネ大賞制度の特長と優秀事例について 

概要：長い伝統と、ユニークなビジネスモデルを持った省エネ大賞（特に、優秀事例）
に関し紹介。中国における導入を推奨。最近の事例を2件（ビル、産業）、①エネマネの
充実化、②小集団活動による支援、③きらりと光る技術・ノウハウの観点から紹介。 
                                 以上 

MOU交換式の様子 発表のようす 


